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招
待
席

小
熊 
秀
雄

お
ぐ
ま 
ひ
で
お　

詩
人
。
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
～
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年　

北
海
道
小
樽

市
生
ま
れ
。
少
年
期
は
、
漁
師
や
炭
焼
き
の
手
伝
い
な
ど
を
し
、
青
年
期
は
、
旭
川
で
地
元
新
聞

の
記
者
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、
上
京
。
１
９
３
１
（
昭
和
６)

年

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
会
に
参
加
、
口
語
を
駆
使
し
旺
盛
に
時
代
を
撃
ち
続
け
た
。
掲
載
作
は
、
生

前
は
、
未
刊
行
の
作
品
だ
っ
た
。
１
９
８
２
年
岩
波
書
店
刊
「
岩
波
文
庫
」
か
ら
、「
東
京
風
景
」

に
つ
い
て
、独
自
の
感
性
で
書
い
た
も
の
を
選
ん
で
、抄
録
。
電
子
文
藝
館
に
は
、「
蹄
鉄
屋
の
歌
」、

「
馬
上
の
詩
」
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

丸
の
内
・
銀
座
ほ
か
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東
京
駅

東
京
駅
は

ウ
ハ
バ
ミ
の

燃
え
る
舌
で

市
民
の

生
活
を
呑
吐
す
る
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玄
関
口
、

朝
は
遅
刻
を
怖
れ
て

階
段
を
一
足
と
び

夕
は

疲
れ
て
生
気
な
く

沈
黙
の
省
電
に
乗
る

所
詮
、
悪
蛇
の
毒
気
に
触
れ
て

人
々
の

麻
痺
は

不
感
症
な
り
。

　
丸
の
内

『
戦
争
に
非
ず
事
変
と
称
す
』
と

ラ
ヂ
オ
は
放
送
す
る

人
間
に
非
ず
人
と
称
す
か

あ
ゝ
、
丸
の
内
は

建
物
に
非
ず
し
て
資
本
と
称
す
か
、

こ
ゝ
に
生
活
す
る
も
の

す
べ
て
社
員
な
り

上
級
を
除
け
ば

す
べ
て
下
級
社
員
な
り
。

　
地
下
鉄

昼
で
も
暗
い
中
を

走
ら
ね
ば
な
ら
な
い
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お
前
不
幸
な
都
会
の
旅
人
よ
、

地
下
鉄
を
走
る
と
き

爽
快
な
風
が
吹
く

で
も
少
し
も
嬉
し
く
な
い

政
治
と
い
ふ
大
き
な
奴
の

肛
門
の
中
を
走
る
や
う
だ
か
ら

地
下
鉄
は

つ
ま
り
多
少
臭
い
と
こ
ろ
だ
。

　
銀
　
座

も
し
東
京
に
裏
街
と
い
ふ
も
の
が

な
か
つ
た
ら

銀
座
は
日
本
一
の
表
街
だ
が
、

表
は
表
だ
が

銀
座
は

医
者
に
ひ
つ
く
り
か
へ
さ
れ
た

ト
ラ
ホ
ー
ム
の
眼
瞼
の
や
う
だ

ブ
ツ
ブ
ツ
と
華は

で美
で
賑
や
か
な

消
費
の
粒
が

ま
つ
か
に
た
だ
れ
て
列
ん
で
ゐ
る

突
如

　
　

ウ
ヰ
ン
ド
ー
に

煉
瓦
を
投
げ
つ
け
て

金
塊
を
盗
む
悪
漢
現
る
。
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